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新太田橋拡幅（延長１．０ｋｍ） 

一般国道21号 
新太田橋拡幅 
延長１．０ｋｍ 

（終）岐阜県美濃加茂市御門町 

（起）岐阜県可児市今渡 

至 関市 

至 

岐
阜
県
坂
祝
町 
至 
愛
知
県
犬
山
市 

至 川辺町 

至 多治見市 

新太田橋 

住吉 

住吉南 

１．一般国道２１号新太田橋拡幅の事業概要 
（１）事業目的 

 一般国道２１号新太田橋は、国道２１号、国道４１号、国道２４８号の主要国道が集中する交通の要所であり、主要渋滞箇所と

して位置付けられていました。 

 一般国道２１号新太田橋拡幅は、交通渋滞の緩和、交通安全性の向上を主な目的として、平成２３年６月に開通しました。 
 

新 太 田 橋 の 全 体 位 置 図 

－ １ － 図１ 広域図 

岐阜県全域 

新太田橋拡幅 

     高速自動車道（４車線） 

          高速自動車道（暫定２車線） 

          一般国道（直轄管理区間） 

          一般国道（直轄管理区間外）  

図２ 詳細図 

 

写真①（拡幅前） 

写真① 

H17.10撮影 



（２）計画概要        

－ ２ － 

●事業名       ：一般国道２１号 新太田橋拡幅 

●起終点       ：（起点）岐阜県可児市今渡 

               （終点）岐阜県美濃加茂市御門町 

●延長         ：１．０ｋｍ              

●道路規格 ：第３種第１級 

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ 

●車線数 ：４車線 

●都市計画決定 ：昭和５０年度 

●事業化 ：平成１６年度 

●用地着手年度 ：－ 

●工事着手年度 ：平成１７年度 

●工事完成年度 ：平成２３年度 

●全体事業費 ：３８億円 

●Ｂ／Ｃ ： ５ ．２ 

１．一般国道２１号新太田橋拡幅の事業概要 

＜開通前＞ 
至 美濃加茂市役所 至 太田橋 
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＜開通後＞ 

新太田橋 

至 美濃加茂市役所 

至 川辺町 

木曽川 

至 太田橋 

至 可児市 

 21 

 248 
住吉 

住吉南 

至 今渡公民館南交差点 至 国道41号 

至 今渡東住吉交差点 至 可児市 

至 今渡東住吉交差点 至 可児市 

至 国道41号 至 今渡公民館南交差点 
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延長１．０ｋｍ 

（
終
）
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
御
門
町 

（
起
）
岐
阜
県
可
児
市
今
渡 



 

＜拡幅前＞ 

２．評価の視点：一般国道２１号新太田橋拡幅 
（１）事業効果の発現状況 
①交通渋滞の緩和・交通安全性の向上 

 

■新太田橋拡幅によって、北進は車線が増加し、右折車両による直進車両の阻害が無くなり、交通の流れが円滑となったため、
渋滞長が９割減少しました。一方南進は、直進車線が１車線から２車線に容量が増えたため、渋滞が解消しました。 

■拡幅前は渋滞による追突事故が多発していましたが、拡幅後は渋滞が減少したことで追突事故が約４割減少しました。また、
死傷事故全体も約５割減少しています。 

○新太田橋の交通状況 

 

左折車両 
直進車両 
右折車両 

渋滞長 

－ ３ － 

 

 

＜拡幅後＞ 

至 

関
市 

 21 

 248 

左折車両 
直進車両 
右折車両 

渋滞長 

至 坂祝町 

至 川辺町 

至 
 

関
市 

至 愛知県犬山市 

至 可児市 

 

 

 

 

 

※拡幅前の渋滞最後尾から新太田橋交差点を 
通過する際に掛かる時間 

新太田橋 

写真② 

木曽川 

 41 

 21 

木曽川 

写真① 

新太田橋 

至 坂祝町 

至 川辺町 

至 愛知県犬山市 

至 可児市 

 21 

 248 

 41 

 21 

右折詰まりに
よる渋滞 

写真①（拡幅前） 

写真②（拡幅後） 

H15.4撮影 

H27.9撮影 

 
 

出典：交通量調査結果 

（拡幅前：H20.11.19、拡幅後：H27.9.30） 
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追突事故

事故全体

拡幅前

(H19-H20の平均値)

拡幅後

（H24-H25の平均値）

○事故件数の変化（北進方向） 

○地域の声 

 拡幅前は強引に進入してくる車がいて大変
危険でした。 

 新太田橋の拡幅後は、無理に進入する車
も少なく、以前よりも安全になっていると思い
ます。 

死傷事故件数（件/年） 

出典：事故統合ＤＢ 

約５割減 

出典：ヒアリング結果 

約４割減 

南進渋滞長：0ｍ 
通過時間※ ：1分 

南進渋滞長：710ｍ 
通過時間※：7分 

北進渋滞長：1,320ｍ 
通過時間※ ：16分 

北進渋滞長：70ｍ 
通過時間※：3分 



２．評価の視点：一般国道２１号新太田橋拡幅 
（１）事業効果の発現状況 
②地域生活の支援（通勤支援） 

－ ４ － 

■新太田橋の拡幅により、関市から可児工業団地、可児市から中蜂屋工業団地への移動時間が１割～２割短縮し、通勤の利便
性が向上しています。 

・可児市の方から中蜂屋工業団

地まで通勤しているが、新太田橋

の拡幅により、渋滞が減って家に帰

る時間が早くなりました。 

・また、到着時間も安定するように

なりました。 

○所要時間の変化 

出典：ヒアリング結果 

・従業員は、美濃加茂市、川辺町、

関市から通勤しています。 

・新太田橋の拡幅により、渋滞が

なくなって通勤時間が短くなりました。

また、到着する時間も安定するよう

になりました。 

（可児工業団地企業Ａ） 

○地域の声 

（中蜂屋工業団地企業Ｂ） 

【通勤支援】 

出典：民間プローブデータ 

開通前：H22年4月 7時台 平日平均 開通後：H26年4月 7時台 平日平均 
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拡幅前 拡幅後 

約１割短縮 

約２割短縮 

拡幅前の渋滞状況（写真①） 

 

可児市 

川合大橋 

可児工業 
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中蜂屋 
工業団地 

美濃加茂IC 

 21

 41

248

 21
新太田橋拡幅 

関
市
方
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 通勤ルート 
  ：関市⇒可児工業団地 
  ：可児市⇒中蜂屋工業団地 

   高速自動車道 
   一般国道 
   主要地方道 
   一般県道 

写真① 可児御嵩IC 

富加町 

可児市 

坂祝町 

美濃加茂市 

八百津町 

犬山市 

 41

H16.2撮影 



２．評価の視点：一般国道２１号新太田橋拡幅 
（１）事業効果の発現状況 
②地域生活の支援（教育支援） 

－ ５ － 

■新太田橋の拡幅により、通学時間が短縮するなど利便性が向上し、可児市から川向こうにある美濃加茂市の高校へ入学する
学生が増えており子供たちの進学先の選択肢が増えています。 

■また、美濃加茂市の高校から川向こうの可児市にある実習場所への移動時間が短くなり、授業時間の確保に寄与しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 
  

 

 

 
 

○Ｂ高校の実習状況 
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出典：Ａ高校資料 出典：ヒアリング結果 

・川向こうの可児市からの当高
校への入学者は増えていると
思う。 

・新太田橋拡幅により、通学
時の不便さがなくなり、生徒が
学校を選びやすくなっているの
ではないか 

（Ａ高校） 

増加傾向 

新太田橋拡幅 

   一般国道 

   主要地方道 

   一般県道 

   ：拡幅前通学路 

   ：拡幅後通学路 

  ：高校 

可児市 

一般国道21号 
新太田橋拡幅 

可児市 

 41

写真① 

   一般国道 

   主要地方道 

   一般県道 

写真① 
 21

 21

拡幅前１８分 

拡幅後１３分 

Ａ高校 

至 多治見市 

至 

関
市 

○可児市からＡ高校への自転車での通学時間 

○可児市からＡ高校への入学者推移 

※自転車の走行速度は「自転車道等の設計基準について」 

 を参考にして算出。 

※ 

    実習場所へのルート（拡幅前） 

    実習場所へのルート（拡幅後） 

一般国道21号 
新太田橋拡幅 

住吉 

住吉南 

御門町 

Ｂ高校 

   一般国道 

   主要地方道 

   一般県道 
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（果樹園） 
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拡幅前

拡幅後

・可児に果樹園があり、週１回の実
習を行っており、マイクロバスで移動し
ている。 

・拡幅前は、渋滞を避けるために太
田橋を利用していたが、拡幅後は新
太田橋での移動時間が短くなり、そ
の分を実習時間に充てられるように
なった。 

出典：ヒアリング結果 

（Ｂ高校） 

出典：民間プローブデータ 

約５割減 

拡幅前：H22年4月 13時台（行き）15時台（帰り） 平日平均 
拡幅後：H26年4月 13時台（行き）15時台（帰り） 平日平均 

○Ｂ高校と実習場所（果樹園）の往復所要時間 



新太田橋拡幅

犬山市

富加町

木沢記念病院

凡 例
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２．評価の視点：一般国道２１号新太田橋拡幅 
（１）事業効果の発現状況 
②地域生活の支援（医療支援） 

■岐阜県の第二次救急医療施設に指定されている「木沢記念病院」は、美濃加茂市だけでなく、周辺の可児市、御嵩町などから
年間約１７万人の外来患者が訪れています。 

■新太田橋の拡幅により、可児市・御嵩町⇔木沢記念病院へのアクセス性が向上し、川向うの可児市、御嵩町、多治見市から
の外来患者数が増加するなど日常の通院などでの利便性向上に寄与しています。 

＜木沢記念病院の概要＞ 

出典：木沢記念病院HP、木沢病院資料 

○病床数：452床 
○各種指定： 
 ・第二次救急医療施設 
 ・救急告示病院 
 ・岐阜県高次脳機能障害支援 
 拠点病院 
 ・地域災害医療センター 
 ・地域医療支援病院 等 

 周辺に病院が少ないことから救
急患者や外来患者が当病院に集中
している。 

 新太田橋の整備により、病院へ
のアクセス性が向上しており、通
院される患者さんは助かっている。 

 美濃加茂からの新規外来患者は
横ばい傾向であるが、可児からの
新規外来患者は増加傾向にある。 

出典：木沢記念病院ヒアリング結果 

出典：木沢記念病院資料 

○地区別外来利用状況（H25） ○木沢記念病院への所要時間 

○木沢記念病院の外来患者数の推移 

◆地域別の外来利用状況 

出典：民間プローブデータ 

開通前：H22年1月 7時台 平日平均 
開通後：H27年1月 7時台 平日平均 

可児市役所→ 
木沢記念病院 

御嵩町役場→ 
木沢記念病院 

 

 ：美濃加茂市 

 ：可児市,御嵩町  

  多治見市 

H23新太田橋拡幅 

出典：木沢記念病院資料 

【合計：約１７万人】 

対岸の外来患者が増加 

（約５８百人増加） 

－ ６ － 

病院への来院状況 

１割増加 

31%

26%

43%

美濃

加茂市

可児市、

御嵩町

その他

地域

15分未満に
短縮！ 

30分未満に
短縮！ 
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２．評価の視点：一般国道２１号新太田橋拡幅 
（１）事業効果の発現状況 
②地域生活の支援（買い物の誘発） 

■新太田橋拡幅により、可児市から美濃加茂市へのアクセス性が向上し、買い物の利便性が向上しました。 
■買い物に行く頻度が増加するなど購買行動が促進されることで、周辺地域の商業施設への来店頻度が増加しています。 
■需要増加に伴い新規出店や店舗改装が進み、更に購買行動が促進されるなど好循環が進み、地域経済を活性化しました。 

 美濃加茂市のＡ店は、可児市の自宅
からも近く、良い品質の食料が手には
いるのですが、渋滞が酷いために行く
のを控えていました。 

 新太田橋の拡幅後は、渋滞が減って
行きやすくなったので、利用する頻度
が増えました。 

 新太田橋の拡幅によって、車で移動
しやすくなりました。道幅も広いので、
危なくなく、通りやすいので運転しや
すくなっています。 

 お陰で買い物などがしやすくなりま
した。 

○可児市民の商業施設への来店頻度 ○買い物での外出頻度 

○地域の声 

出典：アンケート調査結果 

出典：アンケート調査結果 出典：アンケート調査結果 

４割増 

※1：拡幅後に店舗改装 

５割増 ２割増 

２割増 

可児市民 
→美濃加茂市 

美濃加茂市民
→可児市 

○可児市と美濃加茂市のつながり 

※自動車で移動していて、かつ移動目的が 
 自由（買い物や外食など）を集計 
 （出典：H13,H23PT調査結果） 

 商業施設 
  ：拡幅前から立地 
  ：拡幅後に新規出店 
  ：拡幅後に店舗改装 

新太田橋（拡幅前） 

美濃加 
茂市 

可児市 

木曽川 

Ａ店 

320 

140 

27 25 

新太田橋拡幅 

美濃加 
茂市 

可児市 

木曽川 

A店 

Ｂ店 

422 

180 

38 41 

Ｃ店 

 ＯＤ量 
  ：OD量（百人） 
  ：可児市→美濃加茂市 
  ：美濃加茂市→可児市 
  ：可児市内 
  ：美濃加茂市内 

●● 

拡幅前 

拡幅後 

※ 

Ａ店 

Ｂ店 

－ ７ － 

○商業施設の来客状況 

（可児市民） 

（可児市民） 

Ｃ店 

改装Ｃ店 Ａ店 
※1 

50 

拡幅前
拡幅後

55 

77 



37%

47%

13%
3%

0%

２．評価の視点：一般国道新太田橋拡幅 
（２）地域が実感するストック効果 

■新太田橋拡幅の事業概要やストック効果についてのパネル展を可児市役所及び美濃加茂市役所で実施。 
■来場者へのアンケート結果では、約８割の方が新太田橋拡幅について満足しています。具体的には、「渋滞が減った」、「交通

事故の危険性が減った」、「買い物や外出がしやすくなった」などの面で効果を実感しています。 

○新太田橋拡幅のストック効果パネル展 ○新太田橋拡幅に対する満足度 

○満足している、やや満足している項目の割合 

約８割が 
満足 

 

○開催場所・日時 

新太田橋拡幅 

   高速自動車道 
   一般国道 
     主要地方道 
   一般県道 

可児市 

美濃加茂市 

パネル展①
広見公民館
ゆとりピア 

パネル展②   
美濃加茂市役所 

満足
やや満足
どちらとも言えない
やや不満
不満

 

  ①可児市役所 
   （広見公民館ゆとりピア） 
    平成２７年１１月１６日～２３日 
 
  ②美濃加茂市役所（１Fロビー） 
    平成２７年１１月２４日～２６日 

・渋滞が減って、道路
が使いやすくなった。 

・パネル展にきて勉強
になった。 

49.5 19.8 15.4 5.5 

渋滞が減った 買い物や外出がしやすくなった 
交通事故の危険性が減った 通院がしやすくなった 
その他 通勤時間が短くなった 
通学がしやすくなった 

出典：アンケート調査結果 

（単位：％） 

主に効果を実感しているのは、渋滞の軽減、買い物や外出のしやすさ、
事故危険性の低下の３つ（全体の約８割） 

・買い物に行きやすく
なった。 

（地元市民の声） 

－ ８ － 



－ ９ － 

３．対応方針（原案） 

（１）今後の事業評価の必要性 
 ■一般国道２１号新太田橋拡幅は事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、今後の事後評価

の必要はないと考えます 
 
（２）改善措置の必要性 
 ■一般国道２１号新太田橋拡幅は、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考えます。 
 
（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 
 ■一般国道２１号新太田橋拡幅は当初の整備目的どおりの効果を確認していることから、同種事業の計画・調査のあり方

や事業評価手法の見直しの必要性はないと考えます。 
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